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公 安 委 員 会 会 議 録 

 

開 催 日 時 

自 午後 ０時４５分 

令和６年６月１９日（水）   

              至 午後 ３時１６分 

 

開 催 場 所 

 

 

 山口県警察本部公安委員会室、同公安委員室 

 

出 

席 

者 

公 安 委 員  弘永委員長 大田委員 今村委員 

 

 

第１ 審議概要 

本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、警備部長、情報

通信部長及び首席監察官同席の上、下記の報告を受けた。 

 

１ 緊急自動車等の申請手続きのオンライン化による業務の集約 

交通部長から、 

パトカーや消防車などの、緊急自動車等に係る申請業務について、これまで警察署

を窓口として、事務手続を行っていたところ、やまぐち電子申請サービスを利用しオ

ンライン申請を可能とすることで、警察署を経由することなく、窓口を警察本部に集

約する。これにより、申請者の利便性向上と警察署窓口業務の負担軽減を図るもの。 

⑴ 運用開始日  

令和６年８月１日 

⑵ 申請要領 （現行の申請手続き） 

申請者は、申請書類を警察署の窓口に提出し、警察署から警察本部へ送付、その

後、警察本部で作成した受理書を、申請者へ警察署を経由で交付する。申請者は受

理書を運輸支局等で示すことにより、自動車検査証を取得する。 

自動車検査証の取得後、申請者は警察署の窓口に写しを提出し、警察本部が作成

する指定書等を警察署経由で申請者が受領することで、手続きが完了することとな

る。 

計４回警察署窓口を訪れる必要があり、約３週間程度の処理期間を要していた。 

⑶ 申請要領 （オンライン化による申請手続き） 

  申請者は直接警察本部へオンライン申請を行うことが可能となり、警察署を経由

することなく、受理書をデータで受領する。 

その後、運輸支局等での手続きを経て、再度、警察本部とオンラインでのやり取

りを行うことで、手続きが完了する。 

オンライン化により、約１週間程度の処理期間を見込んでいる。 

⑷ 改正手続き 

・ 公安委員会規則（山口県道路交通規則）の改正 

  申請書類の提出先に、山口県警察本部交通部交通企画課長を追加 

・ オンライン申請の整備 

やまぐち電子申請サービスへの搭載 
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⑸ その他 

 ・ 昨年１年間で、４０２件の手続きがあったことから、利便性の向上が見込まれ

る。 

・ 当面の間、警察署窓口における受理も行い、今後の申請状況をみて、完全オン

ライン化への移行を検討している。 

・ 警察署において３０年間保存していた申請に関する管理簿を廃止し、管理簿は

本部で一括管理とした。 

・ 当該オンライン申請を活用できるよう、ホームページや関係機関を通じ周知し

ていく。 

  旨の説明があった。 

大田委員から、「オンライン化により、申請者は警察署に来署する必要がなくなり、

窓口業務の合理化にも繋がる。手続きの省力化や見直しを継続し、その他の必要な業務

に注力してほしい。」旨の発言があった。 

今村委員から、「とてもよい取り組みである。現在の申請件数は多いと感じた。オン

ライン手続きに不安のある申請者がいる可能性があるので、当面の間、警察署窓口でも

取り扱うことは良いと思う。公安委員会規則の改正手続きについて、今回の改正に加

え、今後、完全オンライン化への移行する際は、さらなる規則の改正を行うのか。さら

に、３０年保存の文書は長期間であると感じるが、そのような資料が多くあるのか。」

旨の発言があり、交通部長から、「完全オンライン化への移行となれば、規則の改正を

もう１度行う必要がある。３０年保存の資料は他にあるが、省力化できるものは省力化

していく。」旨の説明があり、本部長から、「確かに保存年数は長い。その点について、

行政処分に関する手続きであり、緊急自動車を所有するということは、重要性の高い案

件であるためである。これまでは厳格な手続きが必要であることから警察署で受け付

け３０年保存していた。現在は、更新手続きなど、定型的な手続きが増えている。」旨

の説明があった。 

弘永委員長から、「様々な業務があるので大変だと思うが、業務の簡素化に努めてい

ってほしい。」旨の発言があった。 

 

２ 出水期に備えた災害警備諸対策の推進 

警備部長から、 

山口県内でも、昨年の県西部、一昨年の県東部と豪雨災害が発生している。 

梅雨期及び台風期を迎えて災害発生が懸念される中、発災時の初動指揮体制の確立

や受援体制の充実、現場対処能力の向上を図るため、関係機関と連携の上、各種訓練・

施策を実施し、災害警備活動に万全を期すため諸対策を推進している。 

⑴ 推進状況 

・ 初動体制の確立について 

   ６月１０日に県災害警備本部対処訓練を行った。豪雨や地震等の複合災害を想

定しての訓練であった。 

訓練により様々な課題が出たので、これから対処していく。 

・ 受援体制の充実 

   １月の能登半島地震で、応援部隊の宿泊場所についての問題があった。これに

対応するため、山口県が被災した際に、被災者への対応に加え、他県からの応援

部隊の受入れに備え、６月１２日に山口県旅館ホテル生活衛生同業組合との協定

を締結した。 
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⑵ 災害対処能力の向上 

・ ６月５日に、航空隊・機動隊と連携した３警察署合同災害警備訓練を実施 

・ ６月１１日に、管区機動隊と第二機動隊合同による災害警備訓練を実施 

 ・ ５月２１日～２３日に、警察庁への映像伝送を含め、駐在所員による映像・画

像送信訓練を実施 

⑶ 関係機関との連携強化 

・ ５月２６日に、県総合防災訓練への参加 

  下関市内で２会場に分けて実施し、自衛隊、消防、海上保安庁及び地元の自治

会等が参加した。 

倒壊しかけたビルに取り残された被災者を救出する訓練や、津波により転覆し

た船の乗員を海上保安庁及び山口県警察の警備艇が救出する訓練を行った。 

・ 自治体や教育機関との防災教室、防災広報 

山口警察署等が幼稚園児を対象に、交通安全教室と併せて防災教室を実施し

た。 

⑷ 今後の方針  

これからも災害等が起きることが想定されるので、訓練を継続していきたい。 

旨の説明があった。 

大田委員から、「梅雨の時期を迎え、災害に備えることは重要である。起こりうる全

ての事態を想定することは難しい。今回、複合災害を想定したことは良い取組であり、

様々な観点から検討が必要である。災害被害には地域性があり、山口県内においても山

間部や沿岸部など地域ごとの特性があるので、それぞれの対策を検討しておく必要が

ある。有事の際は、県民の生命財産を守れるよう、しっかりやってほしい。」旨の発言

があった。 

今村委員から、「関係機関の連携強化について、幼稚園児に対して防災教室を実施し

たことは良い。幼児に対する交通安全教育は、親の協力を得るなどして対応できる部分

があるが、突然の災害に対する備えは、幼児自身に教えていく必要がある。山口県旅館

ホテル生活衛生同業組合との協定について、災害時の応援派遣において宿泊場所の条

件が良ければ活動の支援となる、さらに食事にも配慮があれば、災害復旧に対する職員

の力も増すのではないか。」旨の発言があった。 

弘永委員長から、「過去の震災を教訓に、今後の想定を行っていく必要がある。過去

の教訓から今回の山口県旅館ホテル生活衛生同業組合との協定を行うなど、山口県警

が先手を打った対策を取っていることは評価している。有効な取組は継続し、災害があ

った場合は、県民のためになるよう取り組んでほしい。」旨の発言があった。 

 

第２ 決裁・報告 

   課長等から下記のとおり説明を受け、決裁を行うなどした。 

 

 １ 決裁概要 

  ⑴ 運転免許の行政処分 

    運転管理課長から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞への出席者３人か

らの聴取結果について報告を受けるとともに、処分理由等の説明を受けた後、審査の

上で処分を決定した。欠席者１５人については、運転管理課長から処分理由等の説明

を受けた後、審査の上で処分を決定し、他６人については、再呼出しとした。 

  ⑵ 運転免許の拒否事案 

  運転管理課長から、運転免許の拒否事案にについて報告を受け、処分を決裁した。 
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  ⑶ 審査請求の受理 

運転管理課長から、令和６年５月２８日付けで公安委員会が行った処分について、

生活安全企画課長から、令和５年１２月６日付けで公安委員会が行った処分につい

て、それぞれ審査請求を受理した旨の説明を受け、決裁した。 

  ⑷ 意見の聴取・聴聞の主宰者指名 

    運転管理課長から、令和６年７月３日に開催する意見の聴取・聴聞における主宰者

の指名について説明を受け、決裁した。 

⑸ 公安委員会宛て文書への対応方針 

   公安委員会会務官から、公安委員会宛てになされた文書について対応方針の説明

を受け、決裁した。 

⑹ 個人情報開示請求の受理及び決定方針 

公安委員会会務官から、個人情報の保護に関する法律に基づく保有個人情報開示 

請求を受理した旨の説明を受け、了諾するとともに、対応方針の説明を受け、処分を

決定した。 

⑺ 審査請求の受理 

警察県民課長から、３月６日付けで公安委員会が行った処分について、審査請求を

受理した旨の説明を受け、決裁した。 

⑻ 審査請求に係る公文書の提示依頼 

    警察県民課長から、令和４年７月１１日付けで警察本部長が行った２件の処分に

対する審査請求について、山口県情報公開・個人情報保護審査会から開示決定等に係

る公文書の提示依頼があった旨の説明を受け、決裁した。 

 ⑼ 山口県道路交通規則の一部改正 

    交通規制課長から、７月１日施行予定である山口県道路交通規則の一部改正につ

いて説明を受け、決裁した。 

 

２ 報告概要 

⑴ 山口県公安委員会事務の専決状況 

運転管理課長から、５月中の運転管理課関係の山口県公安委員会事務の専決状況に

ついて、運転免許課次長から、５月中の運転免許課関係の山口県公安委員会事務の専

決状況について、交通規制課長から、５月中の交通規制課関係の山口県公安委員会事

務の専決状況について、生活安全企画課長から、５月中の生活安全企画課関係の山口

県公安委員会事務の専決状況について、交通企画課長から、５月中の交通企画課関係

の山口県公安委員会事務の専決状況について、交通指導課長から、５月中の交通指導

課関係の山口県公安委員会事務の専決状況について、それぞれ報告を受けた。 

⑵ 「被疑者取調べ適正化のための監督に関する規則」に基づく調査の結果 

   公安委員会会務官から、「被疑者取調べ適正化のための監督に関する規則」に基づ

く調査結果について、報告を受けた。 

⑶ ストーカー規制法に基づく禁止命令等の実施状況 

人身安全・少年課長から、５月中のストーカー規制法に基づく禁止命令等の実施状

況について、報告を受けた。 

⑷ 柔道剣道大会の実施 

教養課長から、７月４日に開催を予定している令和６年度山口県警察柔道剣道大会

の実施要領について、説明を受けた。 

⑸ 監察関係業務報告 

  監察官室長から、６月県議会で報告する損害賠償事案について、報告を受けた。 
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第３ 協議 

今後の公安委員会における運営について、協議した。 

 

第４ その他 

   第２の１の⑺は、弘永委員長及び大田委員により決裁した。 

  

 


